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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・１班の旅行始まりました。病棟スタッフが少ないことがありますので事故のないようにしていきましょう。

・コピーの使用について

　コピーを使用した時は、枚数や使用目的など記入を忘れずに行って下さい。

・実習生が八戸短期大学から来ています。外来実習は、６/２７に入れ替わりで行います。６/２１に通所での実習があります。１２：５０に玄関にお願いします。誘導をお願いします。

　カンファレンスが１５：１５からあります。実習指導は、主に松橋SGM・上口JGMが担当しますが、不在の時はリーダーが担当することになりますのでお願いします。

・作業にも実習生がきています。大釜万知様を担当するので情報収集の為、病棟に来る時がありますので御協力よろしくお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・上村　みわ様～排便が昨日ので-４日との事で、グリセリン浣腸120mlの指示を頂いていましたが、自然排便があった為、主治医へ報告し、破棄しています。数週間自力での排便が困難な様子見られている為、水分摂取と運動の促しをして自力排便を行える様にしていきましょう。

・三上　勇様～昨日妹様の所在が分かったとＳＷから情報があり、昨日伝えられなかった為本　　　　　日の１５時以降に話を行います。話を聞いた後、精神症状に変化がみられる可能性がある為、精神状態の確認をしていきましょう。

・林　田鶴子様～本日より、服薬自己管理で３～４日から１週間にステップアップとなっています。主治医より許可ももらっています。取り間違い等ないように注意していきましょう。

＜注目患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・金沢　洋子様～希死的発言は聞かれていないが、南病棟の患者様（上田正男様）を気にする行動がみられ、落ち着きのなさみられています。作業中も、何度も立ち上がったりと集中されてない様子みられています。
南病棟の患者様について、「洋子に会いたいって聞こえてくる。」と幻聴に左右されて発言が聞かれています。現実検討を行い、所在確認をしていきましょう。

・稲垣　恵利子様～飲水量の増加はみられず、範囲を守ること出来ていますが時間を空けずもらいに来る事があります。準夜では、「恋人が夕食を食べない。」と妄想発言きかれています。今話している事は現実なのか、振り返りを行い傾聴していきましょう。

・滝澤　久江様～昨日の夕方、「妹が栗持って飛んでくる。」と話され、戸を開閉する行動見られています。準夜帯で妹様に電話すると、落ち着かれています。本人が納得いくように、一緒に確認を行っていきましょう。

・伊藤　雄一様～体重が朝より２kg増加しており、確認を行うと「規則正しい生活している。」と話されています。間食や飲水量が増えている事、薬が増薬されている事をスタッフと振り返りを行うも無言にされています。

　　　　　　　　退院についても、焦っている様子みられている為、話を傾聴していくようにしていきましょう。

・滝田　英人様～本日、スタッフに体調について「頭が溶岩のようにドロドロして気持ち悪い。」と話されています。話の切り上げも出来なく、スタッフから促しています。独語も大声の事がある為、トラブルに注意していきましょう。話しを傾聴していきましょう。

＜作業報告＞

・滝澤　久江様～理解力の低下がみられています。ここまでやったら、声を掛けるように等と促していますがスタッフがいないと、話し掛けず座っている状態です。随時声掛けをしていきます。

・林　田鶴子様～先週から巾着作りを行っています。作業の取り組み状況は良好で、１つの取り組みが終わると、スタッフに確認する事出来ています。

・赤坂　順市様～取り組み状況が前に比べて悪くなってきていますが、スタッフの声掛けの返答は笑顔みられています。クラブ活動で現実検討していきます。

・田名部　浩平様～月曜日クラブ活動を行っています。自分から話し掛ける事がなかったが、大釜様とペアで行っている時、自分から確認の声掛けする事が出来ています。

・大上　なみ様～何を作るのかを忘れていたりと、認知機能の低下がみられています。その都度確認し、取り組みの様子を観察していきます。

＜川端Drケース検討・診察＞

・岡田　石子様～現在、グループホーム「ひまわり」に入所待機中ですが、目途が立たないとのことで、今回の外泊時に、役所に行かれ施設のパンフレットを持参して、相談したいと電話があり、主治医、松橋Ns、三浦PSWと話し合いを行っています。

　　　　　診察→診察時い、「母様に会ってきた」と話されています。「一人暮らしをしたい。」と話され、主治医から難しいと言われると苦笑いみられています。

　　　　　　　　面談は、三戸町のみではなく八戸でも病院に近い所も検討していくように言われ、PSWにピックアップしてもらい、見学して頂く事にしています。

・山田　隆雄様～買い物時、金銭管理の確認をスタッフに話し掛ける事出来ています。

　　　　　　　　人の目を見て話する事も出来ています。

　　　　　診察→単独で外出を行っている事伝えています。問題ない為、早期に青風荘入所を検討していくとの事。

・木村　梅子様～「水が変な感じがする」などの発言を聞かれる事なく、入浴も拒否みられていません。

　　　　　診察→体調についてもいい方だと話され、入浴もしていると話しています。その後、そそくさと退室しています。

・大釜　万知様～父様が主治医と話がしたいとの事で、地域支援検討会を予定しており今後について面談を行っていきます。

　　　　　　　　奇異行動もみられ、独語について問うとゲーム内の「神様の言葉」と話されています。手を払っている仕草がみられている為、その際は現実検討をしていきましょう。

　　　　　　　　父様が面会に来られてる前、残金が3000円しかない事に電話しないか等と「性格が嫌いだ。」と話されていました。

　　　　　診察→ギターの件は諦めるようにいわれると、「はい」と返事されています。

　　　　　　　　地域支援検討会について、本人を含めて実施するようにとの事です。まず、家族、Ns、PSWで面談を行い、方向性をはっきりさせてから都合の良い日を確認して、主治医へ伝えるよう指示を受けています。

　　　　　　　　家族に上記の件を伝えると、「妻(本人の母)の骨折が治ったら連絡します。今は、動きが取れないもんで」と話されています。

・滝澤　久江様～尿検を実施し、白血球、亜硝酸塩が－の結果でています。クラビット(合成抗菌剤)は止めとなっています。

　　　　　診察→主治医と現実検討しています。幻聴に食べ物の名前が出た際、食べれるように工夫するようにとの事です。

・稲垣　恵利子様～

　　　　　　　診察→独語に関して聞かれると、「昔の思い出を話しているだけです。」と話されています。フルメジン(精神神経剤)(１)2T　2×　7日分が臨時処方されています。

